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新型コロナウイルスは 収束どころか パンデミックの上に「ロックダウン」などというとんでもない言葉が出てまいりました。 
「東京 2020 オリンピック・パラリンピック」の開催について紆余曲折の結果 ようやく「1 年近く延期」という決定がなされま

した。 中止ということから比べたらまあ良かった・・・という思いが皆の正直な気持ちでしょう。 
なんとなくホッとして このままコロナウイルスも 日本は徐々に収束するのでは？と安易な気になっていたところへ 
あれよあれよという間に 毎日過去最高の感染者数増となった「東京」に・・・まさか？と目を疑いました。 
小池都知事は 週末の外出自粛を都民に求め「ここで食い止められなければロックダウン（首都封鎖）もありえる」と訴え

ました。「これが効く」というような治療や特効薬、ワクチンがまだあるわけではないので 不安が募ります。 
それがここにきて１０日以上前にり患しているのは？という増加数に 今後先週あたりから ついつい気が弛んで外出が

増えてしまった結果が もっと大きな感染者数となって現れるのでは？と 言われ始めました。 
外出を控えるために・・・もしかしての「ロックダウン」に対応するため 小池都知事の会見後 都内のスーパーは買い物

客でごった返し 日用品や食料品カップ麺など保存食など 買いだめの人の列があちこちでみられました。 
「なくなることはありませんから 買いだめはしないでください」という店員の言葉にも ほとんどの人が耳を貸さず ひた

すらカゴに詰め込みレジへ並ぶ並ぶ・・・。 
「もしもの場合は送ってほしい」という友人のメッセージに「まかせて！」と返事を書きましたが 本当にロックダウンというこ

とであれば配送の荷物も届かなくなるのでは？という懸念もあります。今まで生きてきて このような経験は初めての人が

ほとんです。どうか懸念にとどまってほしいと思いますが この S&U だよりを UP するころには様相がまた一変している

かもしれません。ひとりも感染者の出ていなかった福井県も 東京へ出張の会社役員の感染が伝えられたとたん 次々

と・・・あっという間に増えてしまいました。マルジンの本社近くからも感染者が・・・こんな風に近場で感染者が続くまでは 

何か福井は運よくこのままゼロが続くのでは？という 安易な錯覚に陥っていて 実際にこう続くと 他人事ではなかった

のだと あらためて自覚するに至り 途端に落ち着きません。 
マルジンも 「社内旅行の取りやめ」「歓送迎会のとりやめ」「実習生の一時帰国とりやめ」など 早め早めに対応してきた

つもりです。その上「自分たちの仕事は山の中だし そういうウイルスとは接触機会が少ない」などと 思ったりもしていま

す。建設現場でのコロナ感染への危機感としては 「一部の工事現場で感染者も出ているが、土木工事は密閉空間で

はないところが多いからリスクは比較的低い」（ゼネコン関係者）と、今のところ 全国の工事現場はその大半が中止にな

ることはありません。建設会社の部門で言えば テレワークなど出社の措置を講じているのは 数字的にも 総合建設会

社 23.3％、建築設計事務所 17.4％、建設コンサルタント会社 12.6％、住宅会社・工務店 11.9％、国・地方自治体

6.6％。主な職種（業務が重複する人は複数回答）は、設計・監理 38.6％、企画・計画 22.4％、経営 20.8％、施工 16％、

営業 13.5％となっています。いわゆる密な空間でデスクワークをする部署について何らかの動きが出ているところです。 
次のページの国交省からの基本方針でも「工事が継続できないと認められる場合、的確に工事の一時中断を指示する

事」となっており、「継続できなくなるまでは続ける」という判断がなされていると とれるでしょう。 
福井県は 毎日知事会見で 感染者増の連絡がなされています。病院も スーパーやドラックストアなど 感染者との動

線が重なっているところも多く 嫌なことに コロナが現実味を帯びて近づいてまいりました。多くの人が同じ思いでしょう

が 早く「特効薬」等が承認されて 効いてくれないか？と祈る思いであります。 
「不要不急の外出を自粛」ともかく 自分でできる限りの控えめな生活をして 「３密」を避け 家族単位のみで家から出る

ことを控えつつ 過ごしたいと思います。自分が感染するだけならまだしも 病原菌になって 家族や会社のそのまた家

族や知人などに 濃厚接触者として広げたりしたら ほんとうに申し訳が立ちません。 
しかし、いつどんな形にしろ「感染者が出る」という可能性はあります。 
その場合は粛々と 国の対策に沿った迅速な対応をしていかなくては と留め置く次第であります。 
マルジ 4 月のカレンダー  

＜みんなで協力して乗りきっていきましょう＞ 
 
集近閉（しゅうきんぺい）。 
集＝人が集まる所を避けよ！ 
近＝近くでの会話や交流を避けよ！ 
閉＝閉鎖や密閉、換気の悪い環境を避けよ！ 
 
ある意味「３密」よりわかりやすいかも 
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2020 年 4 月第 269 回は～新型コロナウイルス対策基本方針～について 
1、 基本方針 

新型コロナウイルス対策について 

業務活動に於ける社内外での対応、各工事現場での対応の基本方針を整理。 

新型コロナウイルスの感染拡大が懸念され、長期の影響が想定されています。 

事業の継続及び現場作業が継続できる環境を維持するため、社内はもちろんのこと、現場の下請業者を含め 

感染予防対策を周知徹底し、感染拡大防止に努めるよう、協力体制を整えていきましょう。 

 

 

【国土交通省からの建設業・不動産業への指示及び要請】 

 

① 工事現場等においては手指消毒液の設置や定期邸な消毒等、作業従事者の健康管理に留意する事 

② 関係者に感染者があることが判明した場合は、速やかに報告するなどの連絡体制を構築する事 

③ 保健所等の指示に従い自宅待機などの適切な措置が実施されるように周知徹底する事 

④ 工事が継続できないと認められる場合、的確に工事の一時中断を指示する事 

⑤ 工事の中断、工期の見直し、請負金額の修正などの適切な対応を講じる事 

⑥ 当面のイベント等の開催について中止、延期または規模縮小等の対応への要請 

 

 １）感染予防対策 

①出社前に検温を実施し37.5℃以上発熱がある場合は 

出社(現場も同じ)せず自宅待機 

②事務所・事業所・各現場等に手指消毒液、手洗い石鹸、 

マスク等の設置 ※用意できるもの 

③定期的な手洗い、うがい、咳エチケットなどの励行 

④外出時及びお客様対応、打合せ時などは 

マスク着用を励行 

⑤事務所及び現場の清掃及び可能な範囲での 

消毒（ドアノブ等） 

⑥定期的な換気、空気の入れ替え、 

⻑時間一定の場所に複数で留まらない 

⑦会議・打合せなど、オンラインもしくはメール等での 

実施を推奨 

⑧不要不急の会合、講習、イベント等の実施及び 

参加の自粛 

 

 

 

 

 

 

 

２）勤務形態等について 

①業務内容に応じ、直行・直帰及び在宅勤務が可能な場合は積極的に推奨 

※直行・直帰の連絡及び業務スケジュールの報告については従前の通り 

②発熱または咳が出るなど風邪の初期症状がある場合、 

また同居の家族に同様の症状がみられる場合は自宅待機 

 

３）体調不良時の対応 

※下記の症状の場合は、速やかに会社に報告を行うと共に、 

地域の保健所に相談の上、指定された医療機関を受診すること 

①風邪の症状や37.5℃以上の発熱が4 日以上続いている 

②強いだるさ（倦怠感）や息苦（呼吸困難）がある 

③基礎疾患等の持病がある人は、上記症状２日続いた場合 

 

 


